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今号の主な記事
平成 26年度上半期財政状況の公表  ……2面
市長と語ろう会・タウンミーティング  …2面
国民健康保険医療費の
　自己負担限度額区分が変わります  …3面
臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例
　給付金の申請期限は 12月 26日です  …3面
市職員の給与・勤務条件等を公表  …4・5面

貂
の
間
、
歳
末
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
例
年
こ

の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
、
放
火
等
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
夜
、
お
休
み
の
前

に
は
火
の
元
の
確
認
や
家
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

警
戒
時
間　

午
後
８
時
〜　

時
／
警
戒
実
施
場

１０

所　

市
内
全
域
（
各
分
団
が
受
け
持
ち
の
区
域

を
巡
回
し
ま
す
）
／
防
災
安
全
課
・
内
線
１
３

５
１
ま
で
。

年
末
年
始
の
休
日
急
患 

年
末
年
始
に
排
水
管
が 

　
　
　
　
　 

　
詰
ま
っ
た
ら 

　

市
で
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
等
に
宅
地
内
の

排
水
管
（
排
水
設
備
）
の
詰
ま
り
な
ど
が
発
生
し

た
時
に
、
市
が
委
託
し
て
い
る
下
水
道
工
事
事
業

者
が
修
繕
等
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
も
対
応
し
ま
す
の
で
、
緊
急
の
修
繕

が
必
要
な
時
は
、
市
役
所
（
�　

―　

―
２
１
１

０４２

５６３

１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
の
委
託
業
者
が
お

伺
い
し
て
対
応
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
９
時　

分
／

３０

３０

費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
／
下
水
道
課

・
内
線
１
２
３
５
ま
で
。

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
物
の 

　
　
　    

収
集
日
程
の
確
認
を 

　

年
末
年
始
の
収
集
は
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー〔
ご
み
対
策
課（
市

役
所
３
階
）、
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、市
民

セ
ン
タ
ー
で
配
布
〕で
確
認
し
、 
必
ず
収
集
日
の

�
�

�
�
�
�
�

朝
８
時
ま
で
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

月　

日
貂
は
祝
日
で
す
が
、
ご
み
の
収
集
は

１２

２３

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
／
ご
み
対
策
課
・
内
線

１
２
４
１
ま
で
。

12 

月 

26 

日 

(金) 

〜 

30 

日 

(火) 

　
東
大
和
市
消
防
団
が
歳
末
警
戒 

　

東
大
和
市
消
防
団
で
は
、　

月　

日
貊
〜　

日

１２

２６

３０

  年末年始のごみ・資源物収集日程

1 月12月

6日貂5日豺1日貅～ 4日豸31日貉30日貂29日豺28日豸27日貍26日貊

紙・布可燃収集なし可燃収集なしペット
ボトル

芋窪・蔵敷・
上北台・立野

可燃容プラ収集なし可燃収集なし可燃湖畔・奈良橋・
高木・中央・南街

可燃容プラ収集なし可燃収集なし可燃狭山・清水・清原・
新堀・多摩湖

ペット
ボトル可燃収集なし可燃収集なし紙・布仲原・向原・

桜が丘

◎
市
民
課
の
窓
口
業
務

▽
届
出
・
登
録
・
証
明
書
等　

転

入
・
転
出
・
転
居
届
、
戸
籍
の

届
出
、
印
鑑
登
録
、
各
種
証
明

書
の
発
行
等
は
、
年
内
が　

日
２６

貊
ま
で
、
新
年
は
５
日
豺
か
ら

始
め
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻

届
、出
生
届
、死
亡
届
等
）
は
、

休
み
の
間
も
市
役
所
の
夜
間
・

休
日
受
付
窓
口
で
お
預
か
り
し

ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

◎
各
施
設
の
休
館
・
休
場
日

　

年
末
年
始
の
休
館
・
休
場
日

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
市
役
所
（
本
庁
舎
）
の
土
曜

窓
口
業
務

　
　

月　

日
貍
、
平
成　

年
１

１２

２７

２７

月
３
日
貍
の
市
役
所（
本
庁
舎
）

の
土
曜
窓
口
業
務
は
、
お
休
み

と
な
り
ま
す
。
年
始
は
、
１
月

　

日
貍
か
ら
開
始
し
ま
す
。

１０
　

土
曜
窓
口
業
務
は
、
祝
日
及

び
年
末
年
始
を
除
く
毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午
の
間
、

３０

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
課
税

課
、納
税
課
、子
育
て
支
援
課
、

保
育
課
が
開
庁
し
、
平
日
業
務

の
一
部
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
窓
口
の
状
況
に
よ
り
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
電
話
に
よ
る
開
庁
課
へ
の
お

問
合
せ
は
、
月
〜
金
曜
日
の
間

に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

　年末年始施設利用　　■休館・休場日　□平常業務
１月12月

区　　　分
6 日貂5 日豺4 日豸1 日貅～3 日貍29日豺 ～ 3 1 日貉28日豸2 7日貍2 6日貊

12月 27日・1月 3 日の土曜窓口業務はお休みです。
市 役 所 の 窓 口 業 務
（清原市民センターを含む）

ハ ミ ン グ ホ ー ル

児 童 館福
祉
施
設
等
の
利
用

保 健 セ ン タ ー

子ども家庭支援センター

老 人 福 祉 館

市 民 体 育 館運
動
施
設
の
利
用

※野球場は1・2月は使用できません。上仲原公園テニスコー ト・野球場

桜 が 丘 市 民 広 場

公 民 館

教
育
施
設
の
利
用

地区会館 (奈良橋・新堀・向原・清原 )

地区集会所 (桜が丘市民センター含む )

郷 土 博 物 館

中 央 ・ 桜 が 丘 図 書 館

１ 月 7 日貉から開館します。清 原 図 書 館

1月 7日 貉 から巡回開始12月 24日 貉 で巡回終了移動図書館（みずうみ号）
※桜が丘図書館の返却ポストは 12月 27日貍 ～  1 月 3 日貍の間、閉鎖します。
※みずうみ号ステーション及び東大和市駅前の返却ポストは12月26日貊 ～ 1 月 4 日豸の間、閉鎖します。

高齢者が、生き生きとした
　人生が送れるよう、
　　　　健康と暮らしが
　守られるまちにしましょう。

〔東大和市高齢者憲章（抄）〕

年内の手続き等はお早めに 年内の手続き等はお早めに 

市役所の窓口業務 
～12月は26日（金）まで、1月は5日（月）から～ 

　今年も残りわずかとなりました。年内の市役所の窓口
業務は 26 日 （ 金 ） までで終わり、27 日（ 土 ） から来年の１月
 4日（日）まで休みになります。
　年末の休み近くになると、市民課などの各窓口は大変
混雑しますので、手続きはお早めに済まされるようお願
いします。また、ご家庭や事業所等の大掃除なども早め
に行い、ごみの排出が一時期に集中しないようご協力を
お願いします。

　

年
末
年
始
は
多
く
の
医
療
機
関
が
休
診
と
な
り

ま
す
。
急
な
体
調
不
良
に
備
え
、
夜
間
等
に
受
診

で
き
る
医
療
機
関
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
休
日
急
患
診
療
所
】
立
野
１
―
１
０
３
４
―

２ 

�　

―　

―
８
１
８
１
〔
都
立
東
大
和
高
校

０４２

５６４

西
側
（
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
）〕
／
診
療
科
目　

内
科
、小
児

科
／
診
療
日　

休
日
、
祝
日
（
年
末
年
始
は　

月
１２

　

日
豸
〜
平
成　

年
１
月
４
日
豸
）
／
受
付
時
間

２８

２７

午
前　

時
〜　

時　

分
、
午
後
１
時
〜
３
時　

分

１０

１１

４５

４５

※
来
所
時
は
、
保
険
証
及
び
お
持
ち
の
方
は 

受

給
者
証
、 

医
療
証
、 

医
療
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

【
東
大
和
病
院
】
南
街
１
―　

―　
 

�　

―　

１３

１２

０４２

５６２

―
１
４
１
１
／　

月　

日
貂
〜
平
成　

年
１
月
４

１２

３０

２７

日
豸
の
間
は
、
一
般
外
来
診
療
を
休
診
し
ま
す
。

な
お
、
救
急
診
療
は　

時
間
態
勢
で
行
い
ま
す
。

２４

【
公
立
昭
和
病
院
】
小
平
市
花
小
金
井
８
―
１
―

１ 

�　

―　

―
０
０
５
２
／　

月　

日
貍
〜
平

０４２

４６１

１２

２７

成　

年
１
月
４
日
豸
の
間
は
、一
般
外
来
診
療
を
休

２７
診
し
ま
す
が
、
休
診
期
間
中
も
救
急
診
療
は
行
い

ま
す（
重
症
重
篤
患
者
を
優
先
的
に
診
療
し
ま
す
）。

ま
た
、　

月　

日
貂
は
一
部
診
療
科
で
予
約
患
者

１２

３０

・
紹
介
患
者
の
診
療
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
来

院
の
際
は
、 あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ 
い
。

救急受診ガイド 病院？救急車？迷ったら、東京消防庁救急相談センター�♯ 7119へ / 休日や夜間の急な病気の時に、診察を行っている医療機関をテレホン
サービスでご案内します。東京都医療機関案内サービスひまわり� 03-5272-0303、ファクス 03-5285-8080（聴覚障害者専用）へ
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�

　

予
算
の
執
行
状
況

　

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
平
成　

年
９
月

２６

　

日
現
在
の
歳
入
・
歳
出
予
算

３０現
額
（
当
初
予
算
額
に
補
正
予

算
額
及
び
平
成　

年
度
繰
越
事

２５

業
費
を
加
え
た
額
）
は
、
四
九

四
億
七
、
五
八
四
万
円
で
、
各

会
計
の
上
半
期
の
予
算
執
行
状

況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

■ 
一
般
会
計 
■

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
額

２６

は
、
二
八
三
億
六
、
六
〇
〇
万

円
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
補
正
予
算
に
お
い

て
、
国
や
都
の
補
助
金
や
繰
越

金
等
を
財
源
と
し
て
、
民
間
保

育
園
施
設
整
備
補
助
事
業
費
や

小
学
校
及
び
中
学
校
環
境
整
備

事
業
費
の
増
額
等
を
計
上
し
、

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
等

を
財
源
と
し
て
、
財
政
調
整
基

金
や
施
設
整
備
等
基
金
に
積
み

立
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
額
に
補
正
予
算
額

等
を
加
え
た
平
成　

年
９
月　

２６

３０

日
現
在
の
予
算
現
額
は
、
三
〇

〇
億
三
、〇
八
〇
万
八
、〇
〇
〇

円
と
な
り
ま
し
た（
表
２
参
照
）。

■ 
特
別
会
計 
■

　

各
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状

況
等
は
、
表
１
・
表
２
の
と
お

り
で
す
。
各
会
計
と
も
、
そ
の

設
置
目
的
に
従
い
、
事
業
の
執

行
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
債
（
借
入
金
）
の
状
況

　

道
路
及
び
下
水
道
等
の
整
備

や
学
校
等
の
施
設
整
備
な
ど
、

将
来
に
わ
た
っ
て
効
果
が
残
る

事
業
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
市

債
（
借
入
金
）
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

市
債
の
残
高
は
、
平
成　

年
２６

９
月　

日
現
在
で
約
二
九
〇
億

３０

二
、
五
九
二
万
三
、
〇
〇
〇
円

で
す
（
表
３
参
照
）。

　

市
債
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

会
計
分
を
含
む
全
体
の
残
高
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
会

計
に
お
い
て
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
可
能
額
が
増
額
算

定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

残
高
が
増
加
し
ま
し
た
。
借
入

額
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
注
意

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

（
図
１
参
照
）。

　

基
金
（
積
立
金
）
の
状
況

　

一
般
会
計
の
基
金
（
積
立
金
）

に
は
、
年
度
間
の
財
源
調

整
を
図
る
財
政
調
整
基
金

と
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
た
め
の
特
定
目
的
基

金
が
あ
り
ま
す
。

　

経
費
の
削
減
に
よ
る
基

金
と
り
く
ず
し
額
の
抑
制

や
、
決
算
剰
余
金
の
積
み

立
て
な
ど
に
よ
り
、
基
金

残
高
は
増
加
し
て
い
ま
す

（
図
２
参
照
）。

　

市
の
財
産

　

小
・
中
学
校
等
の
公
共

施
設
の
土
地
・
建
物
の
財

産
は
、
表
４
の
と
お
り
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
財
政

課
・
内
線
１
４
３
１
ま
で
。

平
成
２６
年
度
上
半
期
 

財
政
状
況
の
公
表 

表１　一般会計及び特別会計の予算執行状況　　　　（平 成 26年 9月 30日現在）
執行率

 × 100

収入率

 × 100
支出済額収入済額予算現額区　分　

会計名   構成比
％％千円万億千円万億％千円万億

35.749.521,81610757,88114860.783,080300一 般 会 計

40.633.213,5083941,7423219.6 610897国民健康保険事業
特　

別　

会　

計

41.720.55833954,67044.488,01221下 水 道 事 業

18.316.614,88614,4260.506,7232土地区画整理事業

34.234.652,4761974,7331911.482,04656介 護 保 険 事 業

31.822.673,238547,93633.407,61216後期高齢者医療

36.542.31 6,75918061,390209100.007,584494合　　　　　　計

表 2　一般会計及び特別会計の予算の推移　　　　　（平 成 26年 9月 30日現在）

補正予算額（歳出）の主な内容
予算現額前年度からの

繰越事業費補正予算額当初予算額区　分
 会計名 Ｄ＝Ａ＋Ｂ＋ＣCＢＡ

総務費 1億 7,345万円増額
 （福祉関係返還金の計上及び市税過誤納還付金
の増額等）
民生費 1億 3,247万 5,000円増額
（民間保育園施設整備補助事業費、民間保育園運
営委託・補助事業費等の増額）
教育費 5,266万 1,000円増額
（小学校及び中学校環境整備事業費、教育指導管
理事務費の増額等）
諸支出金 11億 3,710万円増額
（施設整備等基金、財政調整基金、減債基金積立
金の計上）

千円万億千円万億千円万億千円万億

83,08030051,94234,5381606,600283一 般 会 計

前年度決算（精算）に伴う返還金 4,555万
2,000円及び一般会計繰出金 3,232万 2,000
円の計上等

610897087,94182,16696国民健康
保険事業特

別

会

計

88,012210088,01221下水道事業

06,72320006,7232土地区画
整理事業

前年度決算（精算）に伴う介護給付費等準備
基金積立金 1億 4,459万 2,000円の計上等82,04656042,987249,05953介護保険

事 業
前年度決算（精算）に伴う一般会計繰出金
3,661万円の計上等07,61216083,43524,17616後期高齢者

医 療
07,58449451,94238,9031926,738474合　　　計

※平成22～25年度は決算数値、平成26年度は平成26年9月30日現在の数値。 

図１　市債（借入金）残高の推移 
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図2　基金（積立金）現在高の推移 
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農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人

名
簿
は
、
平
成　

年
１
月
１
日

２７

現
在
で
作
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
毎
年
一
定
の
資
格
者
に
つ

い
て
、確
認
・
調
整
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
登
録
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
す
る
方
で
登
録

申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

次
の
全
て
の
条
件
に

該
当
す
る
方

�
平
成　

年
３
月　

日
時
点
で

２７

３１

年
齢
が
満　

歳
以
上
の
方

２０

�　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

１０
作
し
、
年
間　

日
以
上
農
業
に

６０

従
事
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
同
居
の
親
族
・
配
偶
者

▽
申
請
期
限　

平
成　

年
１
月

２７

　

日
貍

１０▽
問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
１
階
、
産
業
振
興

課
内
）・
内
線
１
０
７
２
ま
で
。

表3　市債（ 借入金 ）の状況  （平成 26年 9月 30日現在）
構成比（％）残高区分

60.6175億 9,325万 6,821円一般会計

39.4114億 3,266万 5,800円下水道事業特別会計

100.0290億 2,592万 2,621円合計

表 4　市の財産　　　　　（平成 26年 9月 30日現在）
内容面積区分

小学校、中学校、公民
館、公園、庁舎など

525,365㎡土地

1 4 0,264㎡建物（延面積）

「市長と語ろう会」（タウンミーティング）
東大和元気ゆうゆう体操で健康寿命をのばそう

 
　市民の皆さんと市長が直接語り合う「市長と語ろう会」（タウンミーティング）を
実施します。今回は「東大和元気ゆうゆう体操で健康寿命をのばそう」がテーマで
す。いつまでも自分らしく、住み慣れた地域で暮らすためには、介護予防を行い、
健康寿命をのばすことが重要です。そのため、市では、3 年前から「東大和元気ゆう
ゆう体操」を利用した介護予防活動に取り組んできました。今後、更なる健康寿命
の延伸と体操の普及のためにどんなことができるのか、市長と語り合ってみません
か。事前の申込みは不要です。

　
 
※市民センターは駐車場が限られています。車での来場はご遠慮ください。
※手話通訳を希望する方は、平 成 27年 1 月 16日（金）までに高齢介護課（ファクス  
      042-563-5930）へお申し込みください。
�問合せ　高齢介護課・内線 1176 まで。

場所日時
市役所会議棟
第 1・2 会議室

平成 27年 1 月 24日（土）
午後 2 時～ 3 時 30分

第 1 回

清原市民センター
集会室 1・2

平成 27年 1 月 28日（水）
午後 7 時～ 8 時 30分

第 2 回

農業委員  

 選 挙 人 名 簿  

農 業 委 員  

 選 挙 人 名 簿  

登 録 申 請 に  

ご 協 力 く だ さ い  

落ち葉や枝木は可燃ごみの日に無料で収集しています そのほかにも無料で収集できる品目があります。詳しくは、ごみ分別
ガイドで確認してください／問合せ　ごみ対策課・内線 1241 まで
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市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
登
録
者
情
報
は
、
地

域
（
民
生
委
員
、
自
治
会
等
）、

関
係
機
関（
警
察
署
・
消
防
署
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
）
に
提
供

し
、
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認

や
避
難
誘
導
等
の
支
援
活
動
が

速
や
か
に
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

▽
対
象　

要
介
護
認
定
３
以
上

の
方
、
心
身
等
に
障
害
が
あ
る

方
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
１

・
２
で
一
人
暮
ら
し
の
方
、
要

支
援
・
要
介
護
認
定
１
・
２
で
同

居
者
が　

歳
以
上
の
高
齢
者
の

６５

み
の
方
、難
病
（
国
・
都
の
難
病

等
医
療
助
成
認
定
）
患
者
の
方
、

妊
産
婦
・
乳
幼
児
、
そ
の
他
支

援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
方

※
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
居
し
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
。

※
以
前
登
録
を
辞
退
し
た
方
も
、

登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
申
請
書
の
配
布
場
所　

公
民

館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
、福
祉
推
進
課
、高

齢
介
護
課
（
共
に
市
役
所
２
階
）、

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
登
録
方
法　

所
定
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
福
祉

推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
３
ま
で
。

　
　

歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養

７０
費
支
給
基
準
と
な
る
１
か
月
間

の
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

区
分
が
、
平
成　

年
１
月
１
日

２７

か
ら
、
下
表
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
有
効
期
限

が
平
成　

年　

月　

日
ま
で
の

２６

１２

３１

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
新

し
い
区
分
に
変
更
し
た
認
定
証

を　

月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

１２
▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

�

◎国民健康保険 

医療費の 
自己負担限度額 
区分が変わります 

　

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

期
限
は　

月　

日
貊
と
な
っ
て

１２

２６

い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
原
則
と
し
て
、
申
請

期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
受
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

▽
問
合
せ
・
提
出
先　

福
祉
推

進
課
（
市
役
所
２
階
）・
内
線
１

１
５
２
ま
で
。

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
】

　

平
成　

年
１
月
分
の
児
童
手

２６

当
が
所
属
庁
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
る
公
務
員
の
方
は
、
所
属
庁

か
ら
交
付
さ
れ
た
公
務
員
児
童

手
当
受
給
証
明
書
と
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
申
請
書
を
子
育

て
支
援
課
へ
直
接
提
出
、
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
・
提
出
先　

子
育
て

支
援
課
（
市
役
所
１
階
。 
〒　
２０７-

　

東
大
和
市
中
央
３
―　

）・
内

８５８５

９３０

線
１
７
６
１
ま
で
。

■
東
大
和
市
次
世
代
育
成
支
援

計
画
〔
後
期
〕
〜
す
こ
や
か
親

子
支
援
５
か
年
計
画
Ⅱ
〜　

平

成　

年
度
実
施
状
況
報
告
書
を

２５
公
表
し
ま
す

　

市
で
は
、
東
大
和
市
次
世
代

育
成
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
様

々
な
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施

し
、年
１
回
、実
施
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。 こ
こ
で
、平
成　
２５

年
度
の
事
業
実
施
状
況
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

▽
報
告
書
の
閲
覧
・
配
布　
　
１２

月　

日
貂
か
ら
、
子
育
て
支
援

１６
課
（
市
役
所
１
階
）、子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
図
書
館
で
行

い
ま
す
。

※
報
告
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

　

難
病
医
療
費
助
成
制
度
が
、

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
新
し

２７

く
な
り
ま
す
。
既
に
認
定
さ
れ

て
い
る
方
が
、
新
た
な
難
病
医

療
費
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

　

月　

日
貊
ま
で
に
更
新
手
続

１２

２６

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
１
月
以
降
に
申
請

２７

す
る
場
合
は
新
制
度
と
な
り
、

現
行
制
度
の
申
請
書
や
診
断
書

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
の

２７

制
度
に
申
請
す
る
方
へ　

申
請

に
必
要
な
書
類
を
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
制
度
の
内
容
な
ど
の

詳
細
は
、
次
の
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

�
東
大
和
市
役
所
障
害
福
祉
課

・
内
線
１
１
２
６
ま
で
。

�
東
京
都
福
祉
保
健
局
疾
病
対

策
課
�　

―
５
３
２
０
―
４
０

０３

０
４
ま
た
は
疾
病
対
策
課
立
川

分
室
�　

―　

―
８
２
９
３
へ
。

０４２

５１２

�
東
京
都
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.fuku

shihoken.m
etro.tokyo.jp

/iryo/nanbyo/nk_shien/
index.htm

l

）

　

生
涯
学
習
に
関
心
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
生
涯
学
習
人
材
バ

ン
ク
制
度
の
登
録
者
に
よ
る
体

験
講
座
を
開
催
し
ま
す
（
下
表

参
照
）。
ま
た
、
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
で
は
、
講
師
の
紹
介
や

登
録
者
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
申
込
み　

平
成　

年
１
月　

２７

１６

日
貊
ま
で
に
社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
へ
。

臨
時
福
祉
給
付
金
と
 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
 

　
　
申
請
期
限
は
１２
 月
 ２６
 日

（金）
 で
す
 

■
第
二
次
東
大
和
市
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画　

平
成　

年
度

２５

年
次
報
告
書
を
公
表
し
ま
す

　

市
で
は
、
第
二
次
東
大
和
市

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
毎
年
、
推
進
事
業
の
実

施
状
況
の
報
告
書
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
平
成　

年
度
の
報
告

２５

書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公

表
し
ま
す
。

▽
報
告
書
の
閲
覧　
　

月　

日

１２

１６

貂
か
ら
、市
民
生
活
課（
市
役
所

３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
、図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
報
告
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

■
東
大
和
市
避
難
行
動
要
支
援

者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
（
全
体
計

画
）
を
改
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
（
平
成　

年
４
月
１
日

２６

施
行
）
に
よ
り
、
平
成　

年
に

２３

策
定
し
た
避
難
支
援
プ
ラ
ン

（
全
体
計
画
）
を
改
定
し
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
地
域
で
の
支
援

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▽
計
画
の
閲
覧
場
所　

福
祉
推

進
課
（
市
役
所
２
階
）、市
民
セ

ン
タ
ー
、
公
民
館

※
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
３
ま
で
。

■
福
祉
分
野
の
計
画
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す

▽
対
象
計
画　

第
五
次
地
域
福

祉
計
画
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、

第
３
次
障
害
者
計
画
・
第
４
期
障

害
福
祉
計
画
、
健
康
増
進
計
画

▽
意
見
募
集
・
閲
覧
期
間　
　
１２

月　

日
貅
〜
平
成　

年
１
月
７

１８

２７

日
貉

▽
計
画
素
案
・
概
要
の
閲
覧
場

所　

福
祉
推
進
課
（
市
役
所
２

階
）、市
民
セ
ン
タ
ー
、公
民
館
、

新
堀
地
区
会
館
、郷
土
博
物
館
、

中
央
図
書
館

※
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
提
出
方
法　

住
所
、氏
名
、計

画
名
を
記
入
し（
書
式
は
自
由
）、

福
祉
推
進
課
へ
提
出
、
ま
た
は

郵
送
（
〒　
　

東
大
和
市
中
央

２０７-
８５８５

３
―　

）、
フ
ァ
ク
ス
（　

―　

９３０

０４２

５６３

―
５
９
３
０
）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
福
祉
分
野
の
計
画
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
」
の
ペ
ー
ジ
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
。
な
お
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
方
に
、

直
接
回
答
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
計
画
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
等
は
、
市
報　

月
１２

１
日
号
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

計
　
　
　
画 

避
難
行
動
要
支
援
者

　
　
　
 
登
録
制
度

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
制
度

登
録
者
に
よ
る
 

講
座
を
開
催
し
ま
す

医療費の自己負担限度額（月額）
平成27年1  月から平成26年 12月まで

自己負担限度額所得要件区分自己負担限度額所得要件区分

252,600円 +（総医療費－
     842,000円）×1％
※多数回該当：140,100円

基礎控除後の
所得901万円超ア

150,000円+（総医療費－ 
     500,000円）×1％
※多数回該当：83,400円

基礎控除
後の所得
600万円
超

A
上　位
所得者 167,400円 +（総医療費－

     558,000円）×1％
※多数回該当：93,000円

基礎控除後の
所得600万円超
～90１万円

イ

80,100円  +（総医療費－
     267,000円）×1％
※多数回該当：44,400円

基礎控除後の
所得210万円超
～600万円以下

ウ
80,100円+（総医療費－    
     267,000円）×1％
※多数回該当：44,400円

基礎控除
後の所得
600万円
以下

Ｂ
一　般
所得者 57,600円

※多数回該当：44,400円

基礎控除後の
所得210万円
以下

エ

35,400円
※多数回該当：24,600円住民税非課税オ35,400円

※多数回該当：24,600円
住民税
非課税

Ｃ
低所得者

※多数回該当は、過去12か月の間に、同じ世帯で高額療養費の支給が 4 回以上あった場合の4 
回目から適用される限度額です。

新たな  

難病医療費  

助成制度の  

　申請手続き  

新たな  

難病医療費  

助成制度の  

　申請手続き  

生涯学習人材バンク制度登録者による講座一覧
内容・定員・講師など日時・場所

カリグラフィー～美しいアルファベット～
カリグラフィーとは美しい手書き文字という意味をも
つ西洋書道です。専用の道具を使って Thank you カ
ードを作ります／ 10人／佐川由香里氏／費用負担有り

午前 10時～正午
中央公民館 201

平
成　

年
2
月
6
日
貊

27 何歳になっても美しい姿勢と歩き方～足・靴・歩行の
健康教育～
正しい歩行は体にかかる負担を軽くします。正しい姿
勢・歩行の大切さを感じていただく講座です／ 12人
／清本京子氏

午前 10時～正午
上北台公民館
 302

つるしびなを折り紙で！～幸せをもたらす「つるしか
ざり」を作りましょう～
つるしびなを折り紙で作ります。親子でも参加できま
す／ 15人／近藤恵子氏／費用負担有り

午後2 時～4 時
中央公民館 201

社交ダンス～初心者・高齢者のレッスン～
初心者・高齢者にもすぐに踊れるダンスをレッスンし
ます／ 20人／安藤闍視氏

午前 10時～正午
中央公民館ホー
ル

2
月 
7
日
貍

ヴァイオリン・ビオラ・チェロ体験～誰でもひけるヴ
ァイオリン・ビオラ・チェロ～
弦楽器のしくみ、音の出るプロセスの講座を行いま
す。経験が豊富な講師の指導のもとで実技体験ができ
ます／ 20人／鎌田浩史氏／費用負担有り

午前 10時～正午
中央公民館 201

和太鼓体験
打ち方などの初歩的な太鼓の体験ができます／ 10人
／井藤智臣氏

午後2 時～4 時
中央公民館ホー
ル

身近なハーブのつかいかた～ハーブに感謝～
ハーブで除菌？ 除菌スプレーつくり、ハーブティ試
飲をします／ 15人／須永早千代氏／費用負担有り

午後2 時～4 時
中央公民館 201

ポップアップカード～バレンタインカードを作ろう！～
2月 14日のバレンタインに向けて、ハートの飛び出る
カードを作ります／ 10人／桑原妙子氏／費用負担有り

午前 10時～正午
上北台公民館
302

2
月
8
日
豸

アロマクラフト作り講座～アロマの基礎知識を学びながら～
アロマの基礎知識を学び、アロマフレッシュナーを作
ります／ 10人／杉内美代子氏／費用負担有り

午後2 時～4 時
中央公民館 201
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〈次ページへ続く〉

1　職員の任免及び職員数に関する状況

（1）職員の任免の状況
  ①採用者数及び退職者数の状況（平成25年度）

退職者数採用者数区　分 26年3月31日25年4月1日～26年3月30日（参考）26年4月1日25年4月2日～26年3月31日25年4月1日
14人2人18人（14人）0人21人一般事務職
 0人0人 3人（ 5人）0人 1人技 術 職
 1人0人 0人（ 1人）0人 0人保 育 士
 0人0人 0人　　　 0人 0人栄 養 士
 0人0人 0人（ 1人）0人 0人保 健 師
 1人0人 0人（ 1人）0人 0人看 護 師
 0人0人 0人　　　 0人 0人歯科衛生士
 1人0人 0人（ 4人）0人 0人技能労務職
17人2人21人（26人）0人22人計

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数であり、外書です。

  ②事由別退職者数（平成25年度）
計死亡失職分限懲戒普通勧奨定年
19人0人0人0人0人8人0人11人

（2）職員数の状況
  ①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職員数区　分
平成 26年平成 25年部　門

0人7人7人議　　 会

一
般
行
政
部
門

業務増2人112人110人総　　 務
0人39人39人税　　 務
0人113人113人民　　 生

業務増1人33人32人衛　　 生
0人3人3人農林水産

業務増1人5人4人商　　 工
業務増2人39人37人土　　 木

6人351人345人小　　 計
業務減、退職者不補充△ 4人83人87人教　　 育特

別
行

政
部
門 △ 4人83人87人小　　 計

0人7人7人下 水 道公
営
企
業
等

　

会
計
部
門

0人32人32人そ の 他
0人39人39人小　　 計
2人473人471人合　計

注 1）職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者及び派
遣職員を含み、一部事務組合への派遣者や臨時または非常勤の職員を除きます。
注 2）教育部門の職員数には、教育長を含みます。

 ②級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）
 　ア．一般行政職　　　　　　　　　　　　　  　イ．技能労務職

計2級1級区分計5級4級3級2級1級区分

技能主任技能主事標準的な
職務内容部長課長係長主任主事標準的な

職務内容
22220職員数（人）36715409293127職員数（人）
100.0100.00.0構成比（％）100.04.110.925.125.334.6構成比（％）

（注 ）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

 ③年齢別職員構成の状況（平成26年4月1日現在）
計50歳～ 59歳40歳～ 49歳30歳～ 39歳20歳～ 29歳20歳未満区　分
4721171451101000職員数（人）

 ④定員適正化の状況
 　ア．定員適正化計画の概要
 　　　計画期間：平成24年度～28年度
 　　　目標値：平成24年度当初の職員数476人
 　イ．年次別職員数（実績）の概要　　　　　  　（各年4月1日現在、単位：人）

26年（3年目）25年（2年目）24年（1年目）23年（計画前年）　　　　　　　　　　区分部門　　　　　　　　　　　
616△ 8前年比一般行政

351345329337職員数
△ 4△ 34前年比特別行政
82868985職員数
010前年比公営企業

等会計 39393838職員数
214△ 4前年比合計

472470456460職員数
（注 ）特別行政部門の職員数には、教育長を含みません。

2　職員の競争試験及び選考の状況
（1）職員採用試験の実施の状況（平成25年度）
　平成25年9月実施

合格者数受験者数応募人数職種
25人949人1,030人一 般 事 務
1人12人15人土 木 技 術
1人8人10人建 築 技 術
1人8人10人電 気 技 術

（2）昇任試験・昇任選考の実施の状況（平成25年度）
　平成 26年 4月 1日付け昇任

合格者受験・対象者資格対象職層区分

2人49人
主事職の経験が 6年以上で、年齢が 28歳
以上 37歳未満

主事職主任職昇任試験

14人24人主事職の経験が 8年以上で、年齢が 34歳以上主事職主任職昇任選考
3人3人主任職昇任試験の合格者であること主任職係長職昇任選考A
3人124人主任職の経験が 1年以上で、年齢が 36歳以上主任職係長職昇任選考B
3人59人係長職の経験が 5年以上係長職課長職昇任選考

3　職員の給与の状況

（1）人件費の状況（平成25年度一般会計決算）
人件費率
Ｂ／Ａ

人 件 費
Ｂ実質収支歳 出 額

Ａ
住民基本台帳人口
26年 3月 31日現在

15.2％　4,273,532千円1,327,865千円28,076,084千円85,382人
注 1）人件費には、特別職に支給される給料及び報酬を含みます。
注 2）数値は、平成 25年度地方財政状況調査の数値です。

（2）職員給与費の状況（平成25年度一般会計決算）
1人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

給　　　　　与　　　　　費職員数　Ａ
25年 4月 1日
現　在 計　 Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　料

6,195千円2,670,030千円632,848千円395,712千円1,641,470千円431人
注 1）職員手当には、退職手当を含みません。
注 2）国民健康保険、下水道、区画整理、介護保険、後期高齢者医療の各事業については、
特別会計となりますので、上記の数値には含みません。

（3）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）
25年（参考値）25年24年（参考値）24年区分
101.2109.6100.5108.8東大和市
102.7111.1102.0110.4東京都

注 1）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100とした場合の地方公務員の給与
水準を示す指数です。
注 2）参考値は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特例法による措置がないとした
場合の値です。

（5）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
　　（平成26年4月1日現在）

技能労務職一般行政職
区　分 平均年齢

（歳）
平均給与月額
（円）

平均給料月額
（円）

平均年齢
（歳）

平均給与月額
（円）

平均給料月額
（円）

50.8
417,110

355,37740.8
404,580

319,366東大和市
414,264379,473

47.9
402,439

300,33641.8
456,418

325,565東 京 都
367,462414,392

49.9325,400286,85043.1405,463332,446国

注 1）平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
注 2）平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間
外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、上段は、これらの全ての諸手
当込みのものであり地方公務員給与実態調査で明らかにしています。また、下段は、国家公
務員の平均給与月額には、時間外勤務手当、特殊勤務手当等が含まれていないことから、比
較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

（4）一般行政職給料表の状況（平成26年4月1日現在）　　　　　　　（単位：円）
5級4級3級2級1級

486,000287,800224,900201,100138,300
1 号 給 の
給 料 月 額

516,000461,400411,900369,300336,600
最高号級の
給 料 月 額

　

市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
平

性
や
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を
い

た
だ
く
た
め
、
東
大
和
市
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
年

１
回
、
職
員
の
任
免
、
給
与
、

勤
務
条
件
、
服
務
、
研
修
等
人

事
行
政
の
運
営
の
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
、市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
給
与
決
定
の
仕
組
み
】

　

地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地

方
公
務
員
法
に
よ
り
、生
計
費
、

国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
、
民
間
企
業
の
従
業
員
の
給

与
な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
や
都
は
毎
年
、
民
間
企
業

と
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
民
間

給
与
の
水
準
を
調
査
し
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
た
勧
告
を
行
い

ま
す
。
市
職
員
の
給
与
は
、
こ

れ
ら
の
勧
告
や
多
摩
各
市
の
動

向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
議
会
の

議
決
を
経
た
条
例
に
よ
り
決
定

さ
れ
ま
す
。

【
職
員
定
数
の
適
正
化
】

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
務
事

業
の
見
直
し
、組
織
の
合
理
化
、

民
間
委
託
の
推
進
な
ど
を
通
じ

て
職
員
数
の
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

職
員
数
は
平
成
６
年
度
の　

人
６５２

を
ピ
ー
ク
に
、
平
成　

年
度
当

２６

初
は　

人
と
な
り
ま
し
た
。

４７２

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２（
定
員
に
つ
い
て
は
、企

画
課
・
内
線
１
４
２
５
）
ま
で
。

　
　

月
１
日
付
の
課
長
級
の
人

１２
事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。〔　

〕
内
の
職
名
は
、前

職
で
す
。

【
課
長
級
】

▽
総
務
部
副
参
事
（
法
規
担
当
）

兼
法
規
係
長
事
務
取
扱
兼
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
副
参
事　

伊
野
宮
崇〔
総
務
部
副
参
事（
法

規
担
当
）
兼
法
規
係
長
事
務
取

扱
〕

市
職
員
の 

　
人
事
異
動 

市職員の給与・ 
勤務条件等を 
　　公表します 
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⑥その他の手当（平成26年4月1日現在）
内容及び支給単価

手当名
国東京都東大和市

配偶者                13,000円
配偶者以外　　　 6,500円
特定期間の加算 　5,000円

配偶者                13,500円
配偶者以外　　　 6,000円
特定期間の加算 　4,000円

配偶者                13,500円
配偶者以外　　　 6,000円
特定期間の加算 　4,000円

扶
養
手
当

借家　  （最高）27,000円

世帯主等のうち、満 34歳に達
する日以後の最初の 3月 31日ま
での間にある者で自ら居住する
ための住宅を借り受け、月額
 15,000円以上の家賃を支払っ
ているもの     月額 15,000円

世帯主等のうち、満 34歳に達
する日以後の最初の 3月 31日ま
での間にある者で自ら居住する
ための住宅を借り受け、月額
 15,000円以上の家賃を支払っ
ているもの     月額  15,000円

住
居
手
当

交通機関利用者（6箇月定
期券額を支給、1箇月当た
りの支給限度額 55,000円）
交通用具使用者（通勤距離
に応じて 1箇月ごとに支給）

交通機関利用者（6箇月定
期券額を支給、1箇月当た
りの支給限度額 55,000円）
交通用具使用者（通勤距離に
応じて 6箇月分を一括支給）

交通機関利用者（6箇月定
期券額を支給）
交通用具使用者（通勤距離
に応じて１箇月ごと支給）

通
勤
手
当

役職の区分別に定められた
額を支給（例　本府省課長
130,300円）

役職の区分別に定められた額を
支給（例 本庁部長128,600円、
本庁課長92,600円）

部長及び局長 　 95,000円
参事　　　　 　 83,000円
課長及び副参事  71,000円

管
理
職
手
当

（
特
別
調
整
額
）

役職の区分に応じて、6,000
円から 18,000円を支給（6
時間を超える勤務は 5割増）

役職の区分に応じて、4,000
円から 18,000円を支給（6
時間を超える勤務は 5割増）

参事（部長・局長）  12,000円
参事（上記以外）  10,000円
副参事　　　　  10,000円
（6時間を超える勤務は 5割増）

管　
理　
職　
員

特
別
勤
務
手
当

勤務の態様に応じ、4,200
円～ 20,000円を支給

勤務の態様に応じ、3,000
円～ 30,000円を支給１回　　　　　 12,000円

宿
日
直

手
当

（6）職員の初任給の状況（平成26年4月1日現在）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

国東京都東大和市区分

総合職 181,200
一般職 172,200181,200181,200大学卒

一般行政職

140,100142,700142,700高校卒

137,200137,200137,200高校卒技能労務職

（9）特別職等の報酬等の状況（平成26年4月1日現在）
給料月額等区分

市長：447,500円（895,000円）　　副市長：727,700円（766,000円）
教育長：674,500円（710,000円）

給料

議長：529,000円　　副議長：484,000円　　議員：458,000円報酬

（25年度支給割合）
6月期：1.85月分　12月期：1.85月分　3月期：0.25月分　計 3.95月分

市　長
副市長
教育長

期
末
手
当 （25年度支給割合）

6月期：2.05月分　12月期：2.10月分　3月期：0.25月分　計 4.40月分

議　長
副議長
議　員

　　　　　（算定方式）           　　　　　　　 　（支給時期）退
職
手
当

給料月額×支給率（400/100）×勤続年数　　　　任期ごと市　長
給料月額×支給率（300/100）×勤続年数　　　　任期ごと副市長
給料月額×支給率（250/100）×勤続年数　　　　任期ごと教育長

注 1）特別職の報酬等の額は、「東大和市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条例で定められています。
注 2）市長については「東大和市特別職職員の給与の特例に関する条例」に基づき、平成 23年 7月 1日から
平成 27年 4月 30日まで給料の 50％を減額し、副市長については同条例に基づき、平成 24年 4月 1日から平
成 27年 4月 30日まで給料の 5％を減額しています。また、教育長については「東大和市教育委員会教育長
の給与の特例に関する条例」に基づき、平成 23年 10月 1日から平成 27年 4月 30日まで給料の 5％を減額し
ています。市長、副市長及び教育長は、減額後の給料の額に基づいて期末手当を支給しています。なお、
（　）内は減額前の給料月額です。
注 3）退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組織していま
す。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

4　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（1）職員の勤務時間、休憩時間等の概要
　職員の正規の勤務時間等は、次のとおりです。

週休日休憩時間正規の勤務時間
日曜日　　土曜日正午～午後 1時午前 8時 30分～午後 5時 15分

　なお、児童館・保育園のように、職務の性質により上記の勤務時間の割り振り、休憩時間
により難い職員については、勤務時間の割り振り等を別に定めています。

（2）年次有給休暇の取得の状況
　労働基準法の規定に基づき、原則として1年に20日の有給休暇が与えられます。
　平成25年中の平均取得日数は、10.0日となっています。

5　職員の分限及び懲戒処分の状況

（1）分限処分の状況（平成25年度）
合計休職免職降任　　　　　　　　　　　　　種類事由　　　　　　　　　　　　　
0人0人0人勤務実績が良くない場合
4人4人0人0人心身の故障の場合
0人0人0人職に必要な適格性を欠く場合
0人0人0人廃職または過員を生じた場合
0人0人刑事事件に関し起訴された場合
4人4人0人0人合　　計

注 1）分限処分は、地方公務員法第 28条の規定により、公務能率を維持することを目的とし
て職員がその職責を十分に果たすことができない一定の事由がある場合に職員の意に反して
行う処分です。
注 2）人数は、当該年度に新たに処分を受けた職員数です。

（2）懲戒処分の状況（平成25年度）
合計戒告減給停職免職　　　　　　　　　　　　　　　　　種類事由　　　　　　　　　　　　　　　　　
0人0人0人0人0人法令等に違反した場合
0人0人0人0人0人職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合
0人0人0人0人0人全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合
0人0人0人0人0人合　　計

（注）懲戒処分は、地方公務員法第 29条の規定により、公務における規律と秩序を維持する
ことを目的として、職員に法令等の違反等があった場合に行う処分です。

 ④特殊勤務手当（平成26年4月1日現在）
18,213円支給職員 1人当たり平均支給年額（25年度決算）

35.9％職員全体に占める手当支給職員の割合（25年度決算）

8手当の種類（手当数）

支給単価主な支給対象業務手当の名称

1件 死体　5,000円
病人　3,000円

行旅病人、行旅死亡人等の救護、死体等の収容
等の業務行旅死病人取扱手当

日額  1,000円感染症等の発生予防のための防疫作業防疫作業手当

日額  2,000円
毒物、劇物等を使用してそ族昆虫駆除作業又は
農作物消毒作業危険薬物取扱手当

日額      200円市税及び市税以外の収入の滞納整理の業務滞納整理事務手当

日額      200円
市税賦課に必要な所得又は家屋の調査事務に従
事賦課調査事務手当

日額      200円
ケースワーカーの業務及び身体障害者の日常生
活訓練、心身障害者の生活実習等の業務社会福祉業務手当

1件       300円犬・猫等の死体等の処理犬、猫等の死体処理手当

1回   1,000円風水震災等の非常時に緊急出動した場合災害時緊急出動手当

 ⑤時間外勤務手当
95,002千円支給実績（25年度決算）

233千円職員 1人当たり平均支給年額（25年度決算）

81,160千円支給実績（24年度決算）

198千円職員 1人当たり平均支給年額（24年度決算）

 ③地域手当（平成26年4月1日現在）
399,647円支給職員 1人当たり平均支給年額（25年度決算）

472人支給対象職員数

10％支給率

 ②退職手当（平成26年4月1日現在）　　　　　　　　　　　　　　（単位：月分）
国東京都東大和市

区　分
勧奨・定年普通勧奨・定年普通勧奨・定年普通

25.55625
（27.025）

20.445
（21.62）

23.50
（26.00）23.5023.50

（26.83）
23.50
（23.75）

勤続 20年

支給率

34.5825
（36.57）

29.145
（30.82）

31.50
（34.50）31.5031.50

（35.50）
31.50
（31.83）

勤続 25年

49.59
（52.44）

41.325
（43.70）

45.00
（48.50）45.0045.00

（49.73）
45.00
（46.58）

勤続 35年

49.59
（52.44）

49.59
（52.44）

45.00
（48.50）45.00

（45.00）
（49.73）

45.00
（49.73）

最高限度額

－－
　千円
23,958

（36年 3月）

　千円
2,405

（6年 10月）

　千円
24,349

（38年 7月）

　千円
6,222

（15年 3月）

平成 25年度における 1人
当たり平均支給額
（ ）内は、平均勤続年数

注1）退職手当の支給事務を共同処理するため、東大和市は他の地方公共団体とともに退職手
当組合を組織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。
注2）支給率について、（　）内は経過措置期間中（26.4.1時点）の支給率です。

（7）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成26年4月1日現在）
（単位：円）

経験年数 20年経験年数 15年経験年数 10年区　　分

353,683323,233274,566大学卒
一般行政職

321,150該当者なし該当者なし高校卒

該当者なし該当者なし該当者なし高校卒技能労務職

（8）職員手当の状況
 ①期末・勤勉手当（平成25年度）　　　　　　　　　　　　　  　　（単位：月分）

国東京都東大和市
区分

計勤勉期末計勤勉期末計勤勉期末

1.870.6451.2251.900.6751.2251.850.6751.1756月期

2.020.6451.3752.050.6751.3751.850.6751.17512月期

－－－－－－0.221
（0.25）

－0.221
（0.25）3月期

3.891.292.63.951.352.63.921
（3.95）1.352.571

（2.6）
計

－1,636千円1,460千円1人当たりの
平均支給額

注 1）国、東京都、市のそれぞれに職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。
注 2）（　）内は、平成 25年度の給与改定による削減額相当分を 3月期の期末手当を削減して
調整しましたが、その調整前の支給割合です。



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 4 ・ 1 2 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

�

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
に
つ
い
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す意
見
募
集
・
閲
覧
期
間　
　

月
１２

　

日
貅
〜
平
成　

年
１
月
７
日

１８

２７

貉
／
計
画
素
案
は
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
推
進
課
（
市
役

所
２
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
、
新
堀
地
区
会
館
、
郷
土

博
物
館
、
中
央
図
書
館
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
／
意
見
の
提
出
方
法　

住
所
、

氏
名
、
計
画
名
を
記
入
の
う
え

（
書
式
は
自
由
）、福
祉
推
進
課

へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
（
〒　
　

東
大
和
市
中
央

２０７-
８５８５

３
―　

）、
フ
ァ
ク
ス
（　

―　

９３０

０４２

５６３

―
５
９
３
０
）
で
福
祉
推
進
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
福
祉
分

野
の
計
画
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出
で
き
ま

す
。
な
お
、
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
方
に
直
接
回
答
す
る
こ
と

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
両
親
学
級

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
・

内
容　

左
表
の
と
お
り
／
午
前

は
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後
は

３０

１
時　

分
〜
４
時
／
市
立
保
健

３０

セ
ン
タ
ー
／　

組
（
事
前
申
込

２０

制
。
第
１
子
目
の
方
を
優
先
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
平
成　
２７

年
３
月
の
教
室
に
な
り
ま
す
）

／
第
４
・
５
回
は
、
午
前
ま
た

は
午
後
の
参
加
と
な
り
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
平
成　

年
１
月
７
日

２７

貉
午
後
１
時　

分
〜
３
時
／
市

３０

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申

２０

込
順
。　

月　

日
貂
か
ら
受
付

１２

１６

開
始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
申
請
で
も
可
）
／
離
乳

食
の
進
め
方
・
作
り
方
の
話
、

試
食
（
保
護
者
の
み
）
／
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
お
ん

ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
平
成　

年
１
月　

日

２７

１４

貉
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
。　

月　

日
貂
か
ら

１２

１６

受
付
開
始
）
／
保
育
室
有
り

（　

人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食

１５
の
進
め
方
の
話
、
調
理
実
習
、

試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

バ
ス
タ
オ
ル
等

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
）
／　

月　
１２

２５

日
貅
午
前
９
時　

分
〜　

時
／

３０

１１

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
作
業

療
法
士
に
よ
る
遊
び
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
／
母

子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

　

女
性
特
有
の
体
や
心
の
悩
み

が
あ
る
方
／
平
成　

年
１
月
８

２７

日
貅
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

予
約
制
）
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
女
性
医
師
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

■
食
育
推
進
事
業
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
弁
当
に
挑
戦
！
」

　

自
分
や
家
族
に
お
弁
当
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
簡
単
に
で

き
る
お
弁
当
作
り
の
技
を
教
え

ま
す
。
お
友
達
と
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生
／
平

成　

年
１
月
６
日
貂
午
前
９
時

２７

　

分
〜
正
午
／
市
立
保
健
セ
ン

３０タ
ー
／　

人
（
申
込
順
）
／
エ

２０

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、

弁
当
箱

■
犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
は
ル
ー

ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
を
大
切
に
思
う
あ
ま

り
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
忘
れ
て

は
い
ま
せ
ん
か
。

　

ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
あ
た
っ
て

は
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
」
や
「
東
京
都

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」に
様
々
な
ル
ー
ル
と
責

任
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
が
生
涯
に
渡
っ
て
快

適
で
安
全
に
暮
ら
す
に
は
、
飼

い
主
が
そ
の
命
を
預
か
り
守
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い

主
も
ペ
ッ
ト
も
社
会
の
一
員
と

し
て
暮
ら
す
以
上
、
地
域
社
会

の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

○
周
辺
地
域
や
環
境
へ
の
配
慮

：

公
共
の
場
所
に
フ
ン
等
の
排

泄
物
が
放
置
さ
れ
て
い
る
と
、

不
快
な
だ
け
で
な
く
、
衛
生
上

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
飼
い
主

が
責
任
を
持
っ
て
回
収
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
鳴
き
声
や
毛
の

飛
散
等
で
、
地
域
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
散
歩
時
の
安
全
確
保：

散
歩

は
必
ず
リ
ー
ド
を
付
け
、
い
つ

で
も
犬
を
制
御
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
リ
ー
ド

を
装
着
し
な
い
で
抱
っ
こ
し
た

り
、
自
転
車
の
か
ご
に
乗
せ
て

散
歩
す
る
こ
と
は
、
交
通
事
故

を
招
く
危
険
が
あ
る
の
で
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
ペ
ッ
ト
の
性
質
に
合
っ
た
し

つ
け：

ペ
ッ
ト
の
種
類
に
よ
っ

て
、
習
性
や
行
動
、
必
要
な
環

境
は
異
な
り
ま
す
。
病
気
や
感

染
症
の
知
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、

そ
の
ペ
ッ
ト
に
あ
っ
た
適
正
な

し
つ
け
を
す
る
こ
と
も
飼
い
主

の
責
任
で
す
。
ペ
ッ
ト
は
ル
ー

ル
を
守
り
、
周
辺
地
域
に
配
慮

し
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

�
久
坂
玄
瑞
の
妻

　
　
　

田
郷　

虎
雄　

著

�「
ご
当
地
も
の
」
と
日
本
人

　
　
　
　

田
村　

秀　

著

�　

か
ら
の
老
い
な
い
部
屋

５０
づ
く
り

　

部
屋
を
考
え
る
会　

著

�
て
の
ひ
ら
猫
語
り

あ
さ
の　

あ
つ
こ
、
金
巻　

と
も
こ
、
越
水　

利
江
子
、

時
海　

結
以
、
平
谷　

美
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
著

〈
児
童
書
〉

�
捨
て
犬
・
未
来
、
命
の
約

束　
　
　

今
西　

乃
子　

著

�
カ
ッ
パ
も
や
っ
ぱ
り
キ
ュ

ウ
リ
で
し
ょ
？

　

シ
ゲ
タ　

サ
ヤ
カ 
作

�
シ
ロ
ガ
ラ
ス
①
パ
ワ
ー
・

ス
ト
ー
ン

　
　

佐
藤　

多
佳
子　

著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

������������������������������������

《今月の納期》 
　納期限　12月25日（木） 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・固定資産税・都市計画税 第3期 

・国民健康保険税  第6期 

・介護保険料  第6期 

・後期高齢者医療保険料 第6期 

■
教
育
委
員
会
の
点
検
及
び
評

価
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
、
教
育
委
員
会
に
お
い

て
、
平
成　

年
度
東
大
和
市
教

２６

育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
執
行
状
況
の
点
検
及

び
評
価
（
平
成　

年
度
分
）
に

２５

関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
報
告
書
の
全
文
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
／
学
校
教
育
課
・
内

線
１
５
１
１
ま
で
。

■
償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す

　

事
業
を
営
む
方
は
、
市
内
で

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
所
有

２７

す
る
償
却
資
産
の
内
容
等
を
申

告
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
申
告
し
た
方
、
新
た
に
事

業
を
始
め
た
方
に
平
成　

年
度

２７

用
の
申
告
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

／
申
告
期
限　

平
成　

年
２
月

２７

２
日
豺
／
申
告
場
所　

課
税
課

（
市
役
所
１
階
）
／
課
税
課
・

内
線
１
０
５
９
ま
で
。

■
平
成　

年
工
業
統
計
調
査
に

２６

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

経
済
産
業
省
で
は
、「
工
業

統
計
調
査
」
を
平
成　

年　

月

２６

１２

　

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

３１
　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
１

年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造

品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額

な
ど
を
調
査
し
、
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
調
査
を
お
願

い
す
る
対
象
事
業
所
に
は
、　
１２

月
中
旬
か
ら
平
成　

年
１
月
に

２７

か
け
て
、
東
京
都
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
調
査

票
を
持
っ
て
、
皆
さ
ん
の
事
業

所
を
お
訪
ね
し
ま
す
。
調
査
員

は「
調
査
員
証
」を
必
ず
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う

え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
／
総
務

管
財
課
・
内
線
１
３
１
２
ま
で
。

■
平
成　

年
１
月
の
出
張
か
る

２７

が
も
ひ
ろ
ば

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

３
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
／
平
成　

年
１
月
７

２７

日
貉
は
湖
畔
集
会
所
、
１
月　
１４

日
貉
は
清
水
集
会
所
、
１
月　
２１

日
貉
は
仲
原
集
会
所
、
１
月　
２７

日
貂
は
む
こ
う
は
ら
児
童
館
／

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

４５

（
事
前
申
込
不
要
）
／
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
３
６
５
１
ま
で
。

■
季
節
の
投
影
『
ク
リ
ス
マ
ス

の
星
空
』

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
聴
い

た
り
、
星
座
を
紹
介
し
た
り
、

今
年
の
天
文
の
話
題
を
振
り
返

り
ま
す
。
職
員
が
直
接
、
お
話

す
る
投
影
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
　

月　

日
貍
・　

日
豸
・　

１２

２０

２１

２３

日
（
祝
日
）
午
前　

時
か
ら
、

１１

午
後
１
時
か
ら
、
３
時
か
ら
各

回　

分
程
度
／
郷
土
博
物
館
プ

５０
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
／
各
回　

人
１００

（
当
日
先
着
順
）
／
観
覧
料　

大

人　

円
、
小
・
中
学
生　

円
／

２００

１００

投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
日
、
通
常
の
投

影
は
あ
り
ま
せ
ん
／
郷
土
博
物

館
�　

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

０４２

５６７

開　催　日
午後産科医師の話平成27年 1 月15日貅第1回
午後妊娠中の歯の話平成27年 1 月19日豺第2回

午前妊娠中の栄養の話
と調理実習平成27年 1 月22日貅第3回

午前妊婦体操と呼吸法平成27年 1 月29日貅第4回 午後
午前もく浴の実習平成27年 1 月31日貍第5回 午後



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
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2 0 1 4 ・ 1 2 ・ 1 5�

曜
日
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
／
中
央
図
書
館
／
吉
田
�　
０４２

―　

―
１
３
０
０

５６４
�
あ
つ
ま
れ
日
本
語
ひ
ろ
ば：

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

　

分
、
毎
週
金
曜
日
午
前　

時

３０

１０

〜　

時　

分
／
桜
が
丘
市
民
セ

１１

３０

ン
タ
ー
／
西
山
�　

―
６
７
０

０９０

７
―
５
９
９
７

※
市
民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
）

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

体
験
講
習
「
元
気
が
出
る
簡
単

お
そ
う
じ
＆
お
片
づ
け
」

　

市
内
に
お
住
ま
い
の　

歳
以

６０

上
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

未
入
会
の
方
を
対
象
に
、
シ
ル

バ
ー
体
験
講
習
会
（
無
料
）
を

開
催
し
ま
す
。こ
の
講
習
会
は
、

（
公
財
）
東
京
し
ご
と
財
団
が

主
催
し
、募
集
す
る
も
の
で
す
。

　

３
月
３
日
貂
午
後
０
時　

分
３０

〜
午
後
４
時　

分
／
国
分
寺
労

４５

政
会
館
／
申
込
期
限　

２
月
３

日
貂
／
詳
細
は
、（
公
財
）
東
京

し
ご
と
財
団
東
京
都
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.to

k
y
o
silv
e
r.jp

）
ま
た
は
�　
０３

―
５
２
１
１
―
２
３
２
６
へ
。

■
指
人
形
劇
に
よ
る
交
通
安
全

講
習
会
を
行
い
ま
す

　

東
大
和
地
区
交
通
安
全
協
会

で
は
、
指
人
形
劇
に
よ
る
交
通

安
全
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
か
わ
い
い
動
物
た
ち
が
交

通
ル
ー
ル
の
説
明
を
す
る
と
い

う
内
容
で
、
聴
講
者
か
ら
は
分

か
り
や
す
い
と
大
好
評
で
す
。

　

講
習
会
の
受
付
は
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
町
会
や
保
育
園
・

幼
稚
園
等
か
ら
、
交
通
安
全
講

習
会
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
／
講
習
内
容　

子
ど
も

向
け
交
通
安
全
教
室
、
高
齢
者

向
け
交
通
安
全
教
室
／
東
大
和

地
区
交
通
安
全
協
会
�　

―　
０４２

５６５

―
６
１
６
１
へ
。

□
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

（
青
少
年
対
策
第
三
・
五
・
六

地
区
委
員
会
）
／　

月　

日
午

１２

２０

後
１
時
か
ら
（
午
後
０
時　

分
３０

開
場
）
／
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／

吹
奏
楽
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
／
■問
 

大
曽
根　

―　

―
１
８
６
１

０４２

５６１

□
楽
し
い
輪
・
わ
・
和
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
（
う
た
の
輪
・
わ
・

和
）
／　

月　

日
午
後
２
時
〜

１２

２０

４
時　

分
／
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

３０

／　

人
（
申
込
順
。
定
員
に
達

９０
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
日
参

加
も
可
）／
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
、抽

選
会
あ
り
／
■講
 

楠
本
千
津
子
／

■費
 

千
五
百
円
／
■申
 
　

月　

日
ま

１２

２０

で
に
河
本　

―　

―
０
１
７
３

０４２

５６４

（
受
付
は
午
前　

時
ま
で
）へ
。

１０

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
な

ど
／　

月　

日
午
前　

時
〜
正

１２

２１

１０

午
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め
／
介
護
の
悩
み
な
ど
を
話

し
て
、
気
持
ち
を
軽
く
し
ま
し

ょ
う
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代
等
）

１００

／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用

（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

う
に
、
ぜ
ひ
講
座
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

平
成　

年
１
月　

日
貂
午
前

２７

２０

　

時
〜
正
午
／
中
央
公
民
館
／

１０
　

人（
申
込
順
。申
込
者
多
数
の

３０場
合
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

を
優
先
）
／
講
師　

山
本
智
子

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ツ
リ
ー

副
理
事
長
／
介
護
支
援
専
門
員
、

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
で
活

躍
中
）
／
一
時
保
育　

６
人
〔
申

込
順
（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
）。

１
月
７
日
貉
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
〕
／
手
話
通
訳
の

申
込
み　

フ
ァ
ク
ス
（　

―　
０４２

５６３

―
５
９
３
１
）
ま
た
は
メ
ー
ル

（sh
im
in
se
ik
a
tsu
@
c
ity
.

h
ig
a
s
h
iy
a
m
a
to
.lg
.jp

）

で
、
１
月
７
日
貉
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
／
講
座
申
込

み　

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７

１
５
ま
で
。

■
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」

〜
Ｊ
Ｒ
一
ノ
戸
川
鉄
橋
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

　

冬
の
夜
空
に
美
し
く
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る
、幻
想
的
な「
Ｊ

Ｒ
一
ノ
戸
川
鉄
橋
」
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　

月　

日
貍
・　

日
豸
、
平

１２

２０

２１

成　

年
３
月　

日
（
祝
日
）・　

２７

２１

２２

日
豸
の
日
没
か
ら
午
後
８
時　
３０

分
ま
で
／
喜
多
方
市
山
都
町

「
Ｊ
Ｒ
一
ノ
戸
川
鉄
橋
」
周
辺

／
悪
天
候
、
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
／
一
の 
戸
橋
梁
ラ 
イ
ト
ア
ッ

き
ょ
う
り
ょ
う

プ
事
業
実
行
委
員
会
（
喜
多
方

市
山
都
総
合
支
所
内
）
�
０
２

４
１
―　

―
３
８
３
１
／
そ
の

３８

他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て

は
、
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w

w
w
.k
itak
ata-k
an
k
o.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
／
友
好
都
市
に

関
す
る
問
合
せ
は
、　

市
民
生
活

課
・
内
線
１
７
１
１
ま
で
。

■
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
学

習
教
室
〜
日
本
語
の
学
習
者
及

び
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

市
内
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
学
習
教
室
が
３
つ

あ
り
ま
す
。
随
時
見
学
が
で
き

ま
す
。関
心
の
あ
る
方
は
、日
本

語
学
習
教
室
へ
直
接
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
教
室
に
よ
り
活
動

場
所
・
曜
日
等
が
異
な
り
ま
す
。

�
日
本
語
の
会：

毎
週
木
曜
日

午
前　

時
〜
正
午
／
南
街
公
民

１０

館
／
浜
野
�　

―　

―
６
２
７

０４２

５６４

７�
に
ほ
ん
ご
友
の
会：

毎
週
土

■
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
「
ウ
ク

レ
レ
を
弾
い
て
み
よ
う
」

　

ウ
ク
レ
レ
の
基
本
的
な
奏
法

を
身
に
付
け
、
簡
単
な
曲
を
み

ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

　

初
心
者
の
方
／
平
成　

年
１

２７

月　

日
貍
〜
３
月
７
日
貍
午
前

３１

　

時
〜
正
午
（
毎
週
土
曜
日
・

１０全
６
回
）
／
狭
山
公
民
館
／　
２０

人
（
申
込
順
）
／
タ
ブ
譜
（
ウ

ク
レ
レ
楽
譜
）
の
読
み
方
、
コ

ー
ド
（
和
音
）
の
仕
組
み
、
基

本
的
な
奏
法
（
右
手
・
左
手
の

使
い
方
）、リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た

基
本
的
な
ス
ト
ロ
ー
ク
な
ど
を

身
に
付
け
て
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
の

曲
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
曲
を
歌
い

ま
す
／
講
師　

頏
宏
一
氏
（
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ズ
会
員
）
／
持
ち
物　

ウ
ク
レ

レ
／
申
込
み　
　

月　

日
貂
か

１２

１６

ら
狭
山
公
民
館
�　

―　

―
２

０４２

５６５

７
０
０
へ
（
日
曜
日
、
月
曜
日

及
び
祝
日
は
除
く
）。

■
第
５
回
男
女
共
同
参
画
講
座

「
マ
ゴ
マ
ゴ
し
な
い
子
育
て
、

孫
育
て
〜
知
っ
て
お
き
た
い
世

代
間
ギ
ャ
ッ
プ
」

　

現
在
の
子
育
て
事
情
を
知
り
、

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
お
互
い
に

理
解
し
な
が
ら
、
子
育
て
・
孫

育
て
を
協
力
し
、
楽
し
め
る
よ

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

□
地
域
交
流
の
場
「
ま
め
家
」

（
ま
め
の
会
）／　

月　

日
午
後

１２

２１

１
時　

分
〜
４
時
／
デ
イ
サ
ー

３０

ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／　

人
／

１０

地
域
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

し
ょ
う
。
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の

演
奏
有
り
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代

２００

等
）
／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
公
開
医
学
講
座
「
画
像
で
診

る
認
知
症
〜
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ

を
中
心
に
〜
」（
大
和
会
）
／
平

成　

年
１
月　

日
午
後
３
時　

２７

１０

３０

分
〜
４
時　

分
／
武
蔵
村
山
病

３０

院
／
■講
 

古
澤
哲
哉
／
申
込
不
要

／
■問
 

大
和
会
法
人
本
部
広
報
企

画
課　

―　

―
８
３
０
７

０４２

５６７

□
第　

回
市
民
講
座
「
糖
尿
病

１３

の
予
防
と
治
療
〜
我
々
に
で
き

る
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
〜
」

（
東
大
和
市
医
師
会
）
／
平
成

　

年
１
月　

日
午
後
２
時　

分

２７

１７

３０

か
ら
／
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
小

ホ
ー
ル
）
／
■講
 

矢
島
賢
／
申
込

不
要
／
■問
 

東
大
和
市
医
師
会　
０４２

―　

―
４
１
１
４

５６３
□
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

と
歌
の
ひ
ろ
ば
（
介
護
予
防
リ

ー
ダ
ー
会
）
／
平
成　

年
１
月

２７

　

日
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

２０

３０

３０

分
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
■費
 

　

円
／
申
込
不
要
／
動
き
や
す

１００い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
／

■問
 

後
藤　

―　

―
９
５
５
８

０４２

５６２

□
健
康
体
操
（
自
彊
術
）
会
員

募
集
（
な
で
し
こ
）
／
毎
週
火

曜
日（
予
定
）午
前　

時
〜　

時

１０

１１

　

分
／
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／

３０■月
 

千
五
百
円
／
見
学
可
／
■問
 

小

山　

―　

―
１
５
８
３

０４２

５６５

□
平
成　

年
１
月　

日
〜　

日

２７

１０

２２

に
東
京
都
耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
催
し
ま
す
／
都
民
一
人
ひ

と
り
の
命
を
守
る
た
め
、
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
巨
大
地

震
へ
備
え
て
、
建
築
物
の
耐
震

化
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
を

し
ま
し
ょ
う
／
①
耐
震
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
街
を
守
る　

子
ど
も
を

守
る　
 
未
来 
へ
の
耐
震
化
〜
阪

あ

す

神
淡
路　

年
―
１
・　

は
忘
れ

２０

１７

な
い
―
〜
」　

平
成　

年
１
月

２７

　

日
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

２１

３０

３０

分
／
都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階
大

会
議
場
／　

人
（
申
込
順
）
②

５００

木
造
住
宅
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ

ン
耐
震
改
修
工
法
等
展
示
会
及

び
個
別
耐
震
相
談
会　

平
成　
２７

年
１
月　

日
〜　

日
午
前　

時

１６

１８

１０

〜
午
後
６
時
（　

日
は
午
後
４

１８

時
ま
で
）
／
新
宿
駅
西
口
広
場

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
／
申
込
不

要
③
耐
震
化
個
別
相
談
会　

平

成　

年
１
月　

日
午
後
２
時
〜

２７

２１

５
時
／
都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
／　

組
５５

（
申
込
順
）
④
体
験
バ
ス
ツ
ア

ー　

平
成　

年
１
月　

日
／
清

２７

１３

水
建
設
技
術
研
究
所
見
学
、
同

所
防
災
館
で
の
地
震
体
験
／　
２０

人
（
申
込
順
）
⑤
耐
震
改
修
事

例
見
学
会　

平
成　

年
１
月　

２７

１３

日
・　

日
／
Ａ
コ
ー
ス
（　

日

１４

１３

午
後
）：

羽
根
木
マ
ン
シ
ョ
ン
、

Ｂ
コ
ー
ス
（　

日
午
前
）：

ヴ
ェ

１４

ル
ド
ミ
ー
ル
多
摩
桜
ケ
丘
、
Ｃ

コ
ー
ス
（　

日
午
後
）：

赤
坂
マ

１４

カ
ベ
ビ
ル
／
各　

人
（
申
込
順
）

２０

／
共
通
事
項　

詳
細
は
、
東
京

都
耐
震
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（h

tt

p://w
w
w
.taishin.m

etro.toky

o.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
■申
 

耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

（
電
話　

―
６
８
０
９
―
２
７

０３

２
６
、
フ
ァ
ク
ス　

―
５
７
７

０３

６
―
２
８
４
２
、
メ
ー
ル（taish

in2015@
ohw
ada-gum

i.co.jp

）

□
第
７
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

「
モ
ノ
レ
ー
ル
と
多
摩
の
四
季
」

作
品
展
／
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞
し
た　

作
品
で
、
モ
ノ
レ

２５

ー
ル
と
美
し
い
風
景
と
を
見
事

に
捉
え
た
四
季
を
感
じ
ま
す
／

　

月　

日
〜
平
成　

年
１
月　

１２

２４

２７

１６

日
／
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

／
■問
 

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱

事
業
課　

―　

―
７
８
１
８

０４２

５２６

高齢者インフルエンザ予防接種の接種期限は、12月 27日貍です。12月 28日豸以降は全額自己負担
となります。お早めに接種してください／問合せ  市立保健センター� 042-565-5211 まで。高齢者インフルエンザ予防接種はお早めに

受けよう！ 20歳から子宮 頸 がん検診
けい

　
　学生、仕事、家事、育児、介護、地域の
活動などいくつもの役割をもち、忙しい毎
日を過ごしている女性の皆さん、自分の健
康を後回しにしていませんか？
　女性には妊娠・出産という固有の機能が
あり、それゆえに女性だけがリスクを負う
がんがあります。今回はそのひとつである
子宮頸がんについてお話します。
　子宮頸がんは、子宮の入り口近くにでき
るがんのことです。子宮頸がんになる人は、
２０歳代後半から増加し、３０歳代後半～４０歳
代が多くなり、若い世代の女性もかかる可
能性があります。主な原因は、性交渉によ
るＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）への
感染です。ごくありふれたウイルスで１００種
類以上あり、このうち約１５種類が子宮頸が
んの原因になるといわれています。多くの
女性が一生のうち一度は感染すると言われ
ていますが、その感染は一時的でほとんど
が自然消滅します。感染が長期間持続する
とその一部からがんが発症することがあり、
ＨＰＶに感染してから子宮頸がんへの進行
には数年から数十年かかると言われ、この
間に検診で早期に発見できれば進行がんに
なる前に治療することができます。
　子宮頸がんの初期にはほとんど症状がな
く、自分では気づきにくいものです。進行
した子宮頸がんの症状は、不正出血（月経
以外の出血など）、おりものの異常（茶褐色
や黒褐色のおりものが増加）、下腹部や腰の
痛みなどがあります。このような症状に気
づいた時は、婦人科の医療機関を受診しま
しょう。
　健康な時こそ、２年に１回、定期的に検
診を受け、体の異常を早期発見しましょう。
なお、今年度２１歳の方を対象にした子宮頸
がん検診クーポン券の有効期限は平成２７年
１月３１日です。お早めに受診してください。
　健康に関する相談・お問合せは、市立保
健センター�０４２-５６５-５２１１まで。
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図書館の魅力　
　東大和市立中央図書館が今年４月１５日に開館
３０周年を迎えました。私が中央図書館を利用す
るようになってからは２０年ほどになります。子
どもと散歩の途中に立ち寄り、絵本を眺めなが
ら、ホッとした時間を過ごしていました。今で
は一人で絵本（大人でも楽しめます）や物語を
探しに足しげく通っています。図書館の魅力っ
て何だろう。図書館のどこが好きなんだろうと
長い間思っていた疑問の答えが１０月１９日、中央
図書館開館３０周年記念講演会で語られた図書館
情報大学名誉教授竹内 氏のお話と本の中に見
つかりました。
　竹内氏は、『図書館は「利用者」（一人ひとり
違う感覚と能力・目的を持つ人）、「資料」（知識
や情報の記録、本やＣＤなど）、「図書館員」（利
用者と資料を結びつける、知識と経験と技術の
ある人）の三要素が不可欠である。「利用者」は
自由に図書館を使うことができ、情報を効果的
に入手できる。「図書館員」は依頼された調べも
のをこなすことで知識も増え、鍛えられる。図
書館は本を貸し出すだけではなく、充実したサ
ービスを得られる場所である。だれにも煩わさ
れる事なく、自分の思い・空間・願い・夢に浸
ることができ、仲間と静かに過ごすという貴重
な時間を持つ事もできる』と語っています。
　2011年の震災後、しばらくの間は来館者が以
前よりも多く見られたように感じました。安ら
ぎの場所として、あるいは自分を再発見する場
所としての役割もあるのかと思います。図書館
の持っている隠れ家的な雰囲気に浸ることで、
現実からの逃避もでき、かつ好奇心を刺激し、
満たしてもらうことのできる貴重な場所。とな
り合った本の中に広がる全く異なる世界、ほん
の少し指を動かしただけなのに違うものに出会
える。こんなところにも図書館の魅力を感じま
す。これからも図書館の好きなところを探して
いこうと思います。
　　　　　　　　　　　（市民記者　氏井直美）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ
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�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

飲酒運転を根絶しよう ！　
　　
　年末は、忘年会などでお酒を飲む
機会が多くなります。飲酒運転は、
重大事故に直結する悪質な犯罪です。
　運転しない方でも、同乗罪等、処罰の対象となる場
合があります。一人ひとりが「飲酒運転をしない、さ
せない」ことを徹底し、飲酒運転を根絶しましょう。
�問合せ　東大和警察署 � 042-566-0110 へ
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●野村万作　狂言の会

　人間国宝による狂言公演で
す。「萩大名」「二人袴」の２
曲をお届けします。初めてご
覧になる方にも分かりやすい
解説付きです。
　平成２７年２月２１日貍午後２
時開演／大ホール　全席指定

チケット発売中の自主事業

／ 一般３,５００円（友の会３,０００円）
／出演　野村万作、石田幸雄
ほか
●松谷卓コンサート2015
　数々の映画音楽を手掛ける
若手アーティストのピアノコ
ンサートです。東日本学校吹
奏楽大会に３年連続で出場を
果たしている東大和高等学校
吹奏楽部が特別出演します。
　平成２７年２月８日豸午後２
時開演／大ホール　全席指定
／一般２,５００円、学生１,５００円
●ボディパーカッションワー
クショップ（ふれあいこども
まつり提携企画）
　からだが楽器に大変身！体
をたたいて様々な音を出し、
大合奏に挑戦します。
　平成２７年２月１日豸午前１０
時３０分から ／ 小ホール ／ ５００円
／講師：山本愛香／２０人〔事
前申込制（１月１３日貂必着）〕
／申込方法　往復ハガキの往
信欄に①講座名②住所③氏名
（ふりがな）④年齢⑤性別⑥

電話番号を記入し、返信欄の
宛先に住所を記入し、ハミン
グホール（〒207-0013東大和
市向原６- １）へ。記入漏れ、
複数応募は無効です。

 

●サクソフォーン・カルテッ
トが贈る Happy Christmas
　１２月２４日貉正午開演／入場
無料／出演　吉岡花、天野綾
乃、藤森彩香、小山桃花、鶴
澤奏

 

　市民を対象とした調整会議
は、平成２７年１月６日貂午後
１時３０分から行います。

　１２月２８日豸～平成２７年１月
５日豺は年末年始の休館とさ
せていただきます。

ロビーコンサート

１月の施設利用の申込み
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申込対象月施設名
平成２８年１月大・小ホール
平成２７年７月その他の施設

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414


